
本書のタイトルは天気予報史であるが, 副題にもあ

るように, 中心は今から約50年前の数値予報の誕生の

物語である. 数値予報は, 現在の天気予報技術の中核

をなすものであるが, 一般には天気予報ほどよく知ら

れてはいない. その点, 本書はいささか専門書の趣が

あるが, 数値予報の誕生のドラマは, 気象界の「プロ

ジェクトＸ」ともいうべき画期的なドラマであり, 数

値予報のことをよく知らない読者でも興味を持って読

んでいただけるのではないかと思う. 本書の「はじめ

に」で, 著者は「本書は, 決して天気予報や数値予報

の歴史を包括的に取り上げたものではなく, むしろ,

明治に遡る気象人や数値予報の開発に接点を持った限

られた人物やトピックスを対象に, 論文や回顧録, 残

されている手紙, 関係者へのインタビュー, 筆者の見

聞と体験を手掛かりに描いた人間中心のドラマであ

る.」と述べている.

本書の目次は以下のとおりである.

第１章 天気予報の黎明

第２章 岡田武松のロマン

第３章 太平洋戦争の渦

第４章 「正野スクール」

第５章 数値予報の源流

第６章 プリンストン・グループ

第７章 日本初の大型電子計算機

第８章 第１回数値予報国際シンポジューム

第９章 天気野郎の頭脳流出

第10章 21世紀の天気予報

第１章～第３章では, 日本の天気予報の黎明期にお

ける, 気象学会の創立, 疎らな観測網と少ない学理の

なかで天気予報に挑戦してきた明治の先達, 日露戦

争, 昭和初期のジェット気流の発見, 太平洋戦争前後

における気象人の苦悩など, 数値予報誕生の前史と時

代背景が描かれている.

続く, 第４章～第８章では, 本書の主題である日本

の数値予報の黎明および大型電子計算機の導入の様子

が, 世界の動向（５章と６章）も視野に入れながら描

かれている. 第４章に述べられている「正野スクー

ル」は, 終戦の１年前の1944年10月に, 中央気象台か

ら東大の地球物理学教室に, 当時34歳の正野重方が助

教授として出向してきたところから始まった.「正野

スクール」のメンバー（正野研究室の門下生）は,

1953年に発足し1959年の数値予報の実現に大きな役割

を果たしたNPグループの中心メンバーとなった.

一方, アメリカでは, 1950年に「プリンストン・グ

ループ」による世界最初の数値予報実験が行われた

（第６章). プリンストン・グループの気象チームの

リーダーはチャーニーで, 1948年にフォン・ノイマン

の招きによりプリンストン・グループのメンバーと

なった. ちなみに, この時, チャーニーは31歳, フォ

ン・ノイマンは45歳であった. 第７章は, 1953年の

NPグループの発足から, 我が国で最初の数値予報の

誕生までのドラマで, 本書の中心部分である. 第８章

に述べられているように, 日本の数値予報の誕生の翌

年1960年に東京で数値予報国際シンポジュームが開か

れた. この会議は, 日本のみならず世界の数値予報時

代の幕開けを告げる画期的な会議であった.

第９章では, 若き日に数値予報の開発などに係わ

り, その後米国への頭脳流出組となった人々の軌跡を

たどっている. そして, 最後の第10章では, 数値予報

の現在の到達点を基盤とする今日の天気予報について

簡単に触れている.

本書の「おわりに」で, 著者は「はるか１世紀を超

える時空の気象学や気象事業の足跡を辿るうち, 先達

が与えられた資源と時間の制約のもとで未知の課題や

任務に立ち向かう使命感とその息吹をいまさらながら

に肌で感じた.」「本書が, いまなお多くの謎を秘めた

気象の扉に立ち向かおうとする21世紀を担う天気野郎

たちにとって, 温故知新のよすがとなれば幸いであ

る」と述べている. これらの記述から, 著者が念頭に

置いている第一の読者は, 若い気象研究者, 気象技術

者であるように思われる. しかし, 数値予報の誕生の

ドラマを, 気象界の「プロジェクトＸ」ととらえるな

ら, 気象界だけではなく, もっと幅広く様々な分野で

未知の課題や任務に立ち向かう人たちにも時代を超え

て元気を与えてくれる書物と言えるのではないだろう

か.

(海洋研究開発機構 杉 正人)
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